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①その木の想い 

②その木を育てた人の想い 

③その木のおもちゃを作った作家の想い 

 

 

～赤ちゃん木育広場・木育寺子屋～ 

大石（浦野） 亜由美（木育プランナー） 

〔イラスト：皆川 正俊〕 

 

１：「木育」って知っていますか？ 

「木育って言葉を聞いたことがありますか？」 

と、児童館での講座の折に赤ちゃん広場に来ていたママ２５人に尋ねたところ、１人も 

手があがらず驚いたのが先日のこと。 

平成１９年、林野庁の「木づかい運動」※の中に

木育が新たに加えられてから、１０年以上経つ今、

まだまだ認知度は低いようだと知りました。日本の

木育のスタートともいえる北海道庁の木育推進 

プロジェクトチームのはじめのことばには「木を 

子どもの頃から身近に使っていくことを通じて、 

人と森や木との関わりを主体的に考えられる豊か

な心を育てたいという想いを『木育』という言葉に

込めた」と記されています。 

 

今、あなたのお子さんが遊んでいるおもちゃ、何でできて 
いますか？プラスチックや化学繊維、意外と多いのではない 

でしょうか。 
今回は木育プランナーの大石さんに、木に親しむ「木育」の 

楽しさや大切さを伺いました。 
新緑の気持ちいい季節です。天気のいい日は近所の公園に 

出かけて、ちょっと「木」を「気」にしてみませんか？ 
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２「今、なぜ木育」なのでしょうか？ 

 かつて日本の食卓は世代を超えた家族と食事

をすることで、子どもは「食」という文化を  

学び成長しました。でも今は１人の食事やテレ

ビやスマホを見ながらの食事で食を学ぶ時間は 

生活の中からなくなりました。そこで「家庭で 

教えられないのなら、それ以外のところで教え

よう」と、あらわれたものが「食育」です。 

 「木育」も同じです。日本も昔は木を取り  

入れた生活をしていましたが、徐々に便利さや

簡易さなどを求めて「木」は生活からかけ離れていきました。生活の中から木製品が   

著しく減り、同じように日曜大工や趣味の木工芸を行うものも減少しました。そのため  

食育と同様に「木育」も日本で育むべき「育」だと考えられています。適切に管理された

森林から伐採された木材を使うことは、森林の整備に貢献するだけではなく、地球温暖化

の防止や大気・水・土壌などの環境維持に貢献するという意義があるのです。 

 

３：木育は「自然に身を置く」ことから 

 「木育」って、そんなに難しいことではありま  

せん。まず大人が「木育」について少しだけ身近に

なれると材料がそこら中に転がっていることに気が

つくはずです。みなさんは芽の出たドングリを見た

ことがありますか？茶色で地面に落ちているドング

リは、どこかで誰かが教えて伝えるから、「これが 

ドングリ」であると知ることができます。でも、  

ドングリが芽を出し、小さな木になっている姿や、

木に実る緑色のドングリがあることを教えてもらう

ことはほとんどありませんでした。大人ですら知ら

ないことが多い「団栗(ﾄﾞﾝｸﾞﾘ)」。 

伝えていかないと子どもは気づきません。 

４：身近な「多摩市の木」から木育活動を 

 どのような木も幼木はやがて大きく成長

します。人の髪や爪が伸びるように木も 

枝が伸びるため伐って整えたり、木その 

ものを伐り倒してお手入れをしているの 

です。手入れがあってこそ、素晴らしい  

木となり私たちの生活に恵みを与えてくれ

ます。私たちは木を通じて「木に触れ、木

に学び、木のある生活をし、木と生きる」

「人と木や森との関わりを自ら考えていく

ことの出来る心を育むこと」ができるよう
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に赤ちゃんの時から伝えていくことが大事な木育活動で

す。世界では、木育を学校教育で取り入れている国も  

あります。今後は家庭や地域はもちろん、学校などでも

木育を取り入れ、１人でも多く人に伝えていく必要が 

あると思います。 

私が「木育運動」を始めてみると、多摩ニュータウンに

暮らしている私の自慢は「自然環境に恵まれている」と

いうことなのに、自分が「多摩市の木」に関して無知で

あることに気がつきました。多摩市民への調査によると、

「みどりに対する満足度」は３０年連続で９０％以上が

「満足」という回答だそうです。              

また、多摩市には約２１０の公園があります。例えば多摩センターにある「多摩中央公

園」には約３０００本もの木があり身近に触れることができますが、「満足」と答えた方々

は実際にそのことを知っているのでしょうか？ 

 

５：木育は大人が学び子どもたちに伝えていくこと 

 では、何からはじめたらいいのでしょうか？ 

 手始めに緑あふれる公園を歩き、雑木林に目を向けてみませ

んか？木それぞれ、色や形、感触が違うことに気づくはずです。

そして、生活の中に、木の製品を加えてみませんか。これから

木製品を購入しようとする方は、「白木」で「ニス」が塗られて

いないものを選んでみてください。木は傷がついたり汚れたら

磨いたり、洗ったりして大切に使うことで再び香も出てきて 

長持ちします。私も木製品をたくさん作ってきましたが、木の  

おもちゃや木製品には、３つの想いが込められていることをお伝えして終わりにしたいと 

思います。①その木の想い②その木を育てた人の想い③その木のおもちゃを作った作家の

想いです。３つを想うことで「木への責任」が生まれてきます。木とは五感（触る・見る

・味わう・匂う・聞く）を感じられる大切な「木育」のアイテムなのです。 

 

 あなたのすぐそばに転がっているのです。   

 

 

 ※ 林野庁「木づかい運動」ホームページ

www.rinya.maff.go.jp > kidukai >top 

 

 

 

 

 

 

http://www.rinya.maff.go.jp/


4 

多摩市立図書館からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの体～健やかな成長のために～ 

 身体をのびのび動かして、遊ぶのに心地よい季節となりました。 

 成長期の子どもが順調に大きくなるために必要な３大要素は「運動」

「食事」「睡眠」です。 

 遊びや運動をすることで、お腹がすいて食欲が高まります。そして 

適度に疲れて就寝時刻が早まり規則正しい生活が身につきます。お子 

さまの成長促進のためにもこの３要素を日ごろより意識しましょう。 

 

 身長の伸び、体重の増え方には個人差があります。 

身体測定の記録を、母子手帳の成長曲線に記していきましょう。 

 疾病の早期発見にもつながります。 

 

 爪が伸びていると、友だちを引っかいて しまったり、折れたり

などケガの原因になります。また、爪は汚れ

がたまりやすく不潔になりやすいところで

もあります。 

 １週間に一度は手足の爪の手入れをしましょう。 

                                

〔こころ保育園 櫻井看護師〕 

すっかり暖かくなって、緑がきれいな季節になりました。外に出てのお散歩も気持ちがよいです

ね。今回は「お散歩」をテーマにした児童書をご紹介します。 

『こちょこちょももんちゃん 

（ももんちゃんあそぼう）』 
とよたかずひこ／さく・え 童心社 2010年刊 

 

『ぞうくんのおおかぜさんぽ 
（こどものとも絵本）』 

なかのひろたか／さく・え 福音館書店 2010年刊 

 
おさんぽしているもも

んちゃん。であった 

こぐまさんを、こちょ

こちょ。つづいて、  

きんぎょさんもこちょ

こちょ。 

おうちでも、くすぐり

遊びを楽しんで。 

多摩市立図書館 ℡ 042-373-7955 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ 
http://www.library.tama.tokyo.jp/ 

おおかぜでも、ぞう

くんはごきげん。 

さんぽをしていると

まえからかばくんが

かぜにころがされて

きました。だいじょ

うぶかな？ 

http://www.library.tama.tokyo.jp/
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◆ 春の「新」のつく野菜 ◆ 

 

 今年の桜はいつもより早く満開になり、私たちの体もいつもより早く 

冬モードから切りかわったようですね。冬モードの体は、新陳代謝も落ち、脂肪や老廃物

をためこんでいます。それを取り除いてくれるのが、春野菜に含まれる栄養素です。 

 

 今こそ、春野菜を食べて体を目覚めさせましょう。 

 

 保育園ではいたってシンプルな調理法で、そのものの味を楽しんで

もらっています。 

 「ちょっと苦いけどおいしい」などと言ってくれます。 

 

 例えば、新じゃが、小さいものを、皮ごと４～６等分に切り、油で

揚げて塩をパラパラッとふって「揚げ新じゃが」で出しています。 

 

 アスパラはさっとゆでてかつおの出汁じょうゆで味付けするだけ。

頭の方は大人の味なので、幼児からにしています。 

 

 その他、グリーンピースはご飯に。いっしょ炊き込まず、色よく

ゆでてあとから混ぜ入れます。色がいいと子どもたちの食べる勢い

が違います。 

 

 旬の野菜を簡単調理で、色々と試してみてください。 

 

〔こぐま保育園 青木栄養士〕 

 

 

  

 

 

 

                             

みんなのアイことば 
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開催日（５月～７月）原則第２・第４木曜日 10:00～16:00（受付 15:30まで） 

５月 ２４日（木） ６月 １４日（木） 

２８日（木） 

７月 １２日（木） 

２６日（木） 

 ※日程は変更する場合もございます。 

対象：０～６才のお子さんと保護者 問合せ：永山公民館 ℡０４２-３３７－６６６１ 

 ※託児はしませんので、保護者の方が同伴してください 

  

 

・ご感想は：メールアドレス  kyoikukikaku@city.tama.tokyo.jp 

多摩市教育委員会 教育部 教育振興課 〒206-8666 多摩市関戸６－１２－１ 

みんなでおいでよ 
 あそびとつどいの広場 

永山公民館保育室（ベルブ永山４階）では、月に２回、親子でゆっくり過ごしても

らうための空間をつくっています。子育て先輩ママのコーディネーターさんがいる

ので、安心して遊びに来てください。 

授乳スペース、飲食スペースもあります。 

毎回楽しいミニイベント（１１：３０と１４：３０の２回）も開催しています ※

ご利用は無料です。 

《  民 生 ・ 児 童 委 員 子 育 て家 庭 支 援  》 

一所におしゃべりして気分転換してみませんか？ 

多摩市民生委員協議会では、子育て支援事業を各地域で実施しています。 
お気軽にお立ち寄りください！ 

場所・日程・時間 〔５月～７月〕 

場  所 日 程 時  間 

一ノ宮児童館 ６／６(水) ７／４（水） １０：００～１２：００ 

桜ヶ丘児童館 ６／１５（金） １０：３０～１２：００ 

東寺方児童館  ７／４（水） １０：３０～１２：００ 

愛宕児童館  ６／２７（水） １０：００～１２：００ 

連光寺児童館 6/20（水） 7/11（水） 7/12（木） １０：００～１２：００ 

聖ヶ丘学童クラブ ６／６（水） １０：００～１２：００ 

諏訪児童館 ６／１４（木） １０：３０～１２：００ 

北諏訪小学童クラブ ５～７月の予定はございません １０：３０～１２：００ 

永山児童館 ５／１６（水） ６／１４(木) １０：００～１２：００ 

永山第二学童クラブ ６／８（金） １０：００～１２：００ 

豊ヶ丘児童館 ６／８（金） ７／１３（金） １０：３０～１１：３０ 

落合児童館 ６／１４（木） ７／１１（水） １０：３０～１２：００ 

唐木田児童館（からきだ菖蒲館） ５／３１（木） ６／７（木） １１：００～１２：００ 

対  象 ： 乳幼児のいる父母・祖父母    参加費 ： 無料 

主 催 ： 多摩市民生委員協議会 

連絡先 ： 多摩市健康福祉部福祉総務課  ℡ 042-338-6889 

mailto:メールアドレス%20%20kyoikukikaku@city.tama.tokyo.jp
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